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１．はじめに 

 わが国の洪水時の流量観測は，浮子観測によって実

施されている．浮子観測の課題として，1)高水流量観

測が必要と判断してから観測実施まで時間を要するこ

とから，洪水立ち上がり部の観測を捉え難い，2)植生

等の影響を受けて，高水敷上における浮子流速の観測

精度が低下する，3)橋脚後や乱流構造等の流れの乱れ

による影響が生じる等がある 1)．また，河川の上流部で

は，浮子観測に適した場所が少なく，更に，水位観測

地点と流量観測地点が異なっている箇所もある．一方，

下流部等では，浮子に変わる技術として河川の流速鉛

直分布を計測できる ADCP(Acoustic Doppler Current 

Profiler)や表面流速を計測できる電波流速計を用いた

観測も行われている．本研究では，既存手法と比べて

より信頼性の高い流量値が得られると考えられている

2) ADCP と電波流速計の表面流速における横断分布と

時間変化を観測して，電波流速計の適用性を検討した． 

２．観測地点および出水の概要 

観測地点は図-1 に示すように，利根川の上流部にあ

る群馬県前橋市の平成大橋で行った．この地点では橋

梁に対して河川がほぼ直角に流れていることから選定

した．出水は 2014 年 10 月の台風 18 号を対象とした．

台風 18 号における前橋水位流量観測所の水位および流

速測定を行った観測日時を図-2 に示す．なお，4 章に

示す水位には観測地点の近くに設置した簡易水位計の

値を用いている． 

３．観測方法 

台風 18 号における観測は WorkHorseADCP(1200kHz) 

を用いて 10 月 6 日 6 時～14 時までの 8 回行った．ADC 

P 観測は橋上操作艇を操船し 1 時間毎に河道水面幅全体

にわたり 1 往復させ，河道横断面内の流速分布等を計測

した．電波流速計の観測は，携帯型の電波流速計(RYUK 

ANWJ7661)を使用した．俯角は40度程度,測点は7測点,  

 

図-1 観測地点（利根川） 

 

図-2 前橋水位流量観測所の水位および流速観測日時 

測点の距離は約 10ｍである．各測点で 2 分間程度の表面

流速を測定し，後処理により異常値等の除去を行い平均

流速値に換算した．なお，風については考慮していない． 

４．観測結果および考察 

（１）ADCP 観測 

ADCP 観測の結果を図-3および図-4に示す．図-3の 

水位上昇期の最大流速は第 1 回と第 2 回は左岸から約 4 

5m，第 3 回は約 50m，第 4 回と第 5 回は約 55 m で生じ 

ている．2 番目に速い流速は第 1 回および第 3～5 回は左

岸から約 40 m，第 2 回は約 60 m である．最大流速と 2

番目に速い流速の差は約 0.2～0.3m/s である．最大流速

の横断分布は，時間の経過に伴い左岸から右岸に移動し
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図-3 ADCP 表面流速観測結果（水位上昇期） 

ている．図-4の水位下降期の最大流速は，第 6～8 回は

左岸から約 55m で生じている．2 番目に速い流速は，第

6回と第 8回は左岸から約 45m，第 7回は約 40mである．

最大流速と 2 番目に速い流速の差は約 0.2～0.3m/s であ

る．最大流速の横断分布は時間の経過に伴い移動してい

ない． 

（２）電波流速計観測 

電波流速計の観測結果を図-5および図-6に示す．図

-5の水位上昇期の最大流速は，第 1回は左岸から約 45m，

第 2 回と第 3 回は約 55m，第 4 回は約 45m，第 5 回は

約 35m で生じている．最大流速の横断分布は時間の経

過に伴い右岸から左岸に移動している．図-6 の水位下

降期の最大流速は第 6～8回は左岸から約 45mで生じて

いる．最大流速の横断分布は時間の経過に伴い移動し

ていない． 

（３）ADCP と電波流速計の比較 

水位が低い第 1 回および水位ピーク前後の第 4 回と

第 6 回の ADCP と電波流速計を比較した結果を図-7 に

示す．第 1 回の観測は ADCP と電波流速計の流速と横

断分布は一致している．第 4 回と第 6 回は ADCP の最

大流速は左岸から約 55m で生じているが，電波流速計

の最大流速は約 45m で生じている．左岸から約 55m で

の ADCP と電波流速計の最大流速の差は約 0.2～0.5m/s

である． 

５．まとめ 

ADCP と電波流速計を比較した結果，第 4 回と第 6

回の ADCP と電波流速計の最大流速が生じた位置は約

10m 離れていた．また，左岸から約 55m での ADCP と

電波流速計の流速の差は約 0.2～0.5m/s であった．観測

当時，河川の流下方向に対して 2～3m/s 程度の逆風が吹

いていた．今後は風の影響についての検討が必要であ

ると考える． 

 

図-4 ADCP 表面流速観測結果（水位下降期） 

 
図-5 電波流速計観測結果（水位上昇期） 

 
図-6 電波流速計観測結果（水位下降期） 

 
図-7 ADCP と電波流速計の観測結果の比較 
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